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神
田
　
公
司
 
議
員
 

坂
本
　
早
苗
 
議
員
 

濱
元
幸
一
郎
 
議
員
 

松
下
　
広
美
 
議
員
 

随
意
契
約
に
つ
い
て
 

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
！
 

職
員
の
再
任
用
制
度
を
活
用
 

学
校
給
食
に
つ
い
て
 

地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進
に
 

助
成
を
 

学童保育 

レクリエーション風景（ふれあい館） 

神
田
　
経
営
再
建
の
た
め
「
都
心
結
節
」

提
案
を
「
一
時
棚
上
げ
す
る
」
と
し
た
熊

本
電
鉄
は
、
今
後
の
利
用
促
進
策
と
し
て

電
車
の
運
行
時
間
の
見
直
し
な
ど
６
項
目

の
「
今
後
の
新
た
な
利
用
促
進
策
」
を
掲

げ
た
。
合
志
市
と
し
て
熊
本
電
鉄
の
利
用

促
進
を
図
る
と
表
明
し
て
い
る
が
、
具
体

策
は
。
 

市
長
　
合
志
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で

の
バ
ス
と
J
R
・
電
鉄
を
つ
な
い
だ
社
会

実
験
を
行
う
。
熊
本
電
鉄
の
サ
ー
ビ
ス
検

討
委
員
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
合
志

市
と
し
て
の
関
わ
り
を
強
め
る
。
 

神
田
　
都
心
結
節
計
画
検
討
委
員
会
は
ど

の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ
て
い
く
の
か
。
 

副
市
長
　
今
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
Ｌ
Ｒ

Ｔ
上
通
り
ル
ー

ト
と
Ｂ
Ｒ
Ｔ（
バ

ス
）
に
つ
い
て

調
査
を
委
託
し

て
い
る
。
熊
本

市
に
申
し
入
れ

て
い
る
の
は
検

討
委
員
会
に
ぜ

ひ
専
門
家
を
入

れ
て
い
た
だ
き

た
い
、
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
頂
き
た
い

と
い
う
こ
と
。
 

  神
田
　
行
政
機
関
の
随
意
契
約
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
随
意
契
約
の
問
題

点
は
競
争
入
札
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
理

由
で
行
わ
れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
契
約

し
た
金
額
が
高
く
な
っ
た
り
、
贈
収
賄
の

温
床
に
な
る
。
随
意
契
約
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
清
掃
な
ど
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、

現
在
の
合
志
市
に
お
け
る
随
意
契
約
の
件

数
と
契
約
金
額
は
。
 

総
務
企
画
部
長
　
平
成
１９
年
度
分
で
１
９

０
件
。
１１
億
４，
８
３
７
万
円
で
、
内
訳
は

工
事
が
２
件
、
委
託
業
務
が
１
６
５
件
、

物
品
購
入
が
２３
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

競
争
入
札
の
契
約
は
工
事
が
９７
件
、
委
託

が
６９
件
、
物
品
購
入
が
１１
件
、
金
額
は
２７

億
４，
７
２
０
万
円
。
随
意
契
約
と
競
争
入

札
を
合
わ
せ
た
３
６
７
件
の
契
約
中
、
１

９
０
件
が
随
意
契
約
と
な
っ
て
い
る
。
契

約
件
数
で
は
５１
・
７
％
、
契
約
金
額
で
は

２９
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
 

 

松
下
　
市
民
歌
・
愛
唱
歌
の
制
定
に
つ
い

て
、
検
討
は
し
た
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
新
市
に
お
い
て
制
定
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
検

討
は
し
て
い
な
い
。
 

松
下
　
歌
の
制
定
時
期
と
し
て
、
行
政
運

営
上
の
節
目
に
取
り
組
ん
で
は
如
何
か
。
 

市
長
　
合
併
何
周
年
記
念
等
節
目
の
時
が

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
、
そ
の
事
を
踏
ま

え
て
現
実
化
し
て
行
き
た
い
。
 

  松
下
　
本
市
の
職
員
数
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
全
国
の
類
似
団
体
と
比

較
し
て
も
、
本
市
の
職
員
数
は
１
２
８
団

体
中
５
番
目
に
少
な
い
と
言
え
ま
す
。
 

松
下
　
退
職
職
員
で
、
意
欲
あ
る
優
秀
で

能
力
の
あ
る
人
を
活
用
す
る
た
め
、
再
任

用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
は
如
何
か
。
 

市
長
　
現
時
点
で
は
、
定
員
数
減
の
立
場

も
あ
り
、
ま
た
、
双
方
の
合
意
も
必
要
な

た
め
、
今
す
ぐ
採
用
が
必
要
か
は
今
後
検

討
し
て
み
た
い
。
 

  

       松
下
　
市
は
、
環
境
認
証
を
取
得
さ
れ
て

い
る
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
現
在
、
環
境
認
証
の
取

得
は
し
て
い
な
い
。
 

松
下
　
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。
 

市
民
部
長
　
方
策
と
し
て
、
公
共
施
設
に

太
陽
光
発
電
を
２１
年
度
か
ら
予
算
化
し
て

進
め
て
行
き
た
い
。
 

松
下
　
環
境
問
題
の
推
進
に
つ
い
て
提
案

し
ま
す
。
①
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
宣
言
②
同
推
進
会
議
の
設
置
　
③
認
証

取
得
や
毎
年
の
審
査
費
用
に
多
額
の
経
費

が
い
る
の
で
助
成
等
を
提
案
し
ま
す
。
 

市
民
部
長
　
①
市
民
憲
章
や
ま
ち
づ
く
り

基
本
理
念
に
環
境
問
題
も
定
め
て
あ
る
の

で
、
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
取
り
組
み

ま
す
。
②
現
状
で
は
、

推
進
計
画
が
明
確
で

な
い
の
で
、
今
後
の

方
策
を
立
て
る
中
で

検
討
し
た
い
。
③
市

民
向
け
の
地
域
推
進

計
画
の
策
定
段
階
で

検
討
し
た
い
。
 

 

菊池養生園の太陽光パネル 
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坂
本
　
合
志
南
小
学
校
の
学
童
保
育
は
新

１
年
生
４５
人
が
入
所
を
希
望
し
て
い
る
。

４
月
以
降
は
全
体
で
１
０
０
人
を
越
え
、

今
の
施
設
で
は
全
員
の
受
け
入
れ
は
困
難
。

学
校
の
多
目
的
施
設
の
利
用
や
増
築
は
出

来
な
い
の
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
学
校
と
の
協
議
を
進
め

た
い
。
 

坂
本
　
南
ヶ
丘
小
学
校
の
学
童
保
育
の
定

員
オ
ー
バ
ー
対
策
は
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
学
校
近
隣
に
場
所
を
確

保
し
て
、
ふ
れ
あ
い
館
で
行
っ
て
い
る
よ

う
な
長
時
間
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
 

           

       坂
本
　
旧
合
志
町
で
は
「
生
涯
学
習
の
ま

ち
」
宣
言
を
行
い
、
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
を
拠
点

と
し
た
街
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、

合
併
後
は
宣
言
が
宙
に
浮
い
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。
今
後
は
ど
う
進
め
る
の
か
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
来
年
度
は
予
算

計
上
し
て
、
宣
言
を
行
い
生
涯
学
習
に
力

を
入
れ
た
い
。
 

坂
本
　
合
併
に
よ
り
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
の
役
割

も
変
わ
っ
て
き
た
。
福
祉
会
館
と
託
児
室

は
健
康
福
祉
部
局
、
そ
の
他
の
施
設
は
教

育
委
員
会
部
局
と
別
々
に
検
討
さ
れ
て
い

る
。
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
全
体
を
ど
う
生
か
す
の

か
と
い
う
視
点
で
総
合
的
な
検
討
委
員
会

が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
関
係
者
を
集
め

検
討
会
を
開
く
よ
う
努
め
た
い
。
 

坂
本
　
水
質
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
、
特
に

硝
酸
性
窒
素
は
１０
㎎
を
超
え
る
と
飲
料
水

に
は
使
え
な
い
。
今
年
９
㎎
を
超
え
た
水

源
が
あ
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。
 

水
道
局
長
　
現
在
は
水
源
に
余
裕
が
あ
り
、

１０
㎎
を
超
え
た
水
源
は
使
わ
な
く
て
も
水

量
が
不
足
す
る
こ
と
は
な
い
。
 

濱
元
　
合
志
市
に
お
け
る
介
護
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
現
在
、
第
１
号
被
保
険

者
は
９，
９
２
７
人
、
介
護
認
定
者
は
 

１，
５
９
７
人
。
第
２
号
被
保
険
者
の
認
定

者
数
は
７３
人
。
こ
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
人
は
８１
％
。
利
用
限
度
額
に
対

し
て
は
要
支
援
１
で
６０
・
５
％
、
要
支
援

２
で
４９
・
７
％
、
要
介
護
１
で
５６
・
２
％
、

要
介
護
２
で
５９
・
８
％
、
要
介
護
３
で
５６

・
３
％
、
要
介
護
４
で
６７
・
１
％
、
要
介

護
５
で
６８
・
３
％
。
 

濱
元
　
約
半
数
に
止
ま
っ
て
い
る
。
保
険

料
利
用
料
の
負
担
が
重
い
か
ら
だ
。
来
年

度
は
保
険
料
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。
合
志

市
で
は
ど
う
な
る
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
現

段
階
の
推
計
で
基
準

額
が
４，
６
４
０
円

程
度
と
な
る
見
込
み
。
 

濱
元
　
大
幅
な
引
き

上
げ
だ
。
市
民
は
容

認
で
き
な
い
。
引
き

上
げ
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
。
む
し
ろ
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
。
 

市
長
　
利
用
が
増
え
れ
ば
保
険
料
が
上
が

る
。
市
で
引
き
下
げ
る
考
え
は
な
い
。
 

濱
元
　
市
独
自
の
減
免
制
度
を
作
る
べ
き
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
保
険
料
に
つ
い
て
は
減

免
制
度
が
あ
る
。
 

濱
元
　
何
件
利
用
し
て
い
る
の
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
１８
年
度
５
件
、
１９
年
度

４
件
、
２０
年
度
３
件
。
 

濱
元
　
利
用
が
少
な
い
。
周
知
徹
底
す
る

べ
き
だ
。
利
用
料
に
つ
い
て
も
減
免
制
度

が
必
要
だ
。
 

市
長
　
考
え
て
い
な
い
。
 

  濱
元
　
食
料
を
巡
る
状
況
は
深
刻
。
学
校

給
食
で
汚
染
米
が
使
わ
れ
た
食
品
は
な
か

っ
た
か
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
米
は
１
０
０
％

合
志
産
米
。
加
工
品
に
つ
い
て
も
汚
染
米

使
用
が
な
い
旨
の
文
書
を
も
ら
っ
て
い
る
。
 

濱
元
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
の
た
め

に
も
地
産
地
消
で
手
作
り
の
直
営
自
校
方

式
に
す
る
べ
き
。
 

市
長
　
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。
 

 

検討委員会風景 


